
（別紙３）

～ 2026年3月15日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

～ 2026年3月15日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2
・決まったスタッフが保護者と話しをするのではなく、

どのスタッフもコミュニケーションスキルの向上を目指す。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 カンファレンスの時間や研修の機会を提供する

2

3

専門職による支援の提供

・スタッフが専門職であり一人の利用者に対して多角的な方面

からアプローチをすることができより質の高い支援に繋げるこ

とができる。

・看護師が常駐しているため、医療的ケアがあることでも安心

してお預かりすることができる

利用者・保護者と良い関係性を築けている

・面談などの決められた時だけでなく、ご利用毎時に話しをし

やすい雰囲気を作ることで、些細な事でも何でも話してもらえ

るような環境を提供している。

・利用者（子ども）に関する悩みだけでなく、保護者、その他

の家族など社会的背景を踏まえて日頃から相談に乗っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

研修の機会が少ない スタッフの個々の能力に頼っている部分が多い

2026年2月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 もものき

○保護者評価実施期間
2026年2月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


